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会社概要

代表者 ： 代表取締役会長 宗宮正和
     代表取締役社長 宗宮 郷

本社所在地 ： 岐阜県揖斐郡大野町
関東支社    ： 埼玉県越谷市七左町
設 立 ： 1986年12月
資本金 ： 2,000万円
売り上げ  ： 54億円（202３年6月現在）
社員数 ： 7６名（202３年6月現在）

本社・中央試験室 関東支社・埼玉東営業所・関東試験室3



軟弱土の地盤改良施工

路床・路体
安定処理工

土地造成

粒度調整改良
（築堤）

建設重機の転倒防止
ﾄﾗﾌｨｶﾋﾞﾘﾃｨ確保

基礎・土間下改良
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近年の河川自然災害

2015年 関東・東北豪雨 鬼怒川（茨城）

2018年 7月豪雨 小田川（岡山）

2019年 東日本台風 千曲川（長野）

2020年 九州7月豪雨 球磨川（熊本）

2022年 台風14・15号 広渡川（宮崎）他
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土と土を混合する物理的な改良

8
土と固化材を混合する化学的な改良
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粘性土

砂質土

・事前配合試験により混合比率を決定します。
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ガイダンスモニター
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「建設発生土（河川浚渫・掘削土等）を活用した盛土材料（通常堤 防・高規
格堤防）としての改良技術、無害化技術（不溶化）」 公募選定技術
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「建設発生土（河川浚渫・掘削土等）を活用した盛土材料（通常堤 防・高規
格堤防）としての改良技術、無害化技術（不溶化）」 公募選定技術



改良 機械・混合システム 株式会社東洋スタビ

• 当技術は、従来のＳＴＢ工法に、ＩＣＴ施工管理装置を搭載した混合機スタビライザを使用し、建
設発生土の有効活用に伴う粒度改良、土砂改良を行う事で盛土材として再利用する技術です。施工
管理にＩＣＴ施工管理装置を採用する事で施工軌跡をたどり混合部分が見える化します。したがっ

て、混合回数の管理と混合ミスを防ぎ均一な品質確保出来る技術です。
• 施工実績有、現場実証試験有

スタビライザによる混合写真

○工事費
・直接    758,000円/1千㎥

22,740,000円/3万㎥
 37,900,000円/5万㎥

・総価 1,338,000円/1千㎥
23,320,000円/3万㎥

 38,480,000円/5万㎥

○母材の粒度と含水比

・最大粒径：150mm
・含水比  ：砂質土30～80%

○日当たり施工量
・スタビライザー(積算基準)

○材料単価
・現地発生土、添加材の使用実績無し
○アピールポイント
・スタビライザにＩＣＴ施工管理装置を使用して施工軌
跡を確認しながら施工します。
未混合部の確認と設計混合回数が色で識別出来る技術

です。

調査中



GNSSアンテナ

３次元GNSS施工管理システムを
搭載したスタビライザ

運転席のモニター

傾斜計

3－１システムの構成



3－１システムの構成（モニター）
①後方視点

撹拌機の後方からの
姿勢を表示します。

②座標情報

③上方視点

上方から施工機を表
示します。

撹拌機の深度に応じ
た色を分布します。

④設計高さオフセッ
ト

⑤色凡例

①

②

③
④

⑤



※改良施工完了エリア：赤着色部分

システム帳票
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１日目 ２日目

３日目 ４日目

※施工進捗を記録管理

システム帳票
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①攪拌判定表示機能

②施工範囲の分割機能

③攪拌装置サイズ設定機能

④システムの起動とデータ取得切替機能

⑤施工完了範囲の判定・表示機能

⑥出来形管理資料作成機能

「測定精度」
静止状態での作業装置位置の測定精度
水平（X,Y）：各±100mm以内
標高（Z） ：±100mm以内

●システム仕様



●位 置 ・ 深 度 の 計 測 に つ い て

◼ 撹拌機両端にGNSSアンテナを設置

◼ 車両の位置と方位を算出し撹拌機の中心座標を計算します。

◼ 撹拌機には２軸の傾斜計を設置し、刃先の位置を算出し、位置と
高さを判定します。

3-2 システムの概要



本システム内に表示される攪拌装置の座標を測量機と比較して検
証を行う
検証する位置は攪拌装置左右の中心で刃先の先端部分

〇精度検証
３-3攪拌装置の位置座標精度精度の検証方法



測定精度は、静止状態での作業装置位置
水平（X,Y）：各±100mm以内
標高（Z） ：±100mm以内
以内に収まり、要求される精度に収まっていることが確認できた

〇精度検証
３-3攪拌装置の位置座標制度の検証方法



本システム内に表示されるガイダンスに従って攪拌を行い、攪拌後
の深さを標尺の測量結果と比較して検証を行う

〇精度検証
３-4攪拌装置の攪拌深さ精度の検証方法



検証の基準は、位置座標精度の高さ100mm以内を基準とした

検証の結果は、1000mmのガイダンス量に従って切削を行い、標尺
の測量結果との差が100mm以内に収まり、要求される精度に収
まっていることが確認できた

〇精度検証
３-４検証結果



26



【関東地方 施工実績】
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今後、社会的ニーズにあるICT・DXと国土強靭化に寄与し、

専門工事会社として技術発展に努めて参ります。
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